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当社は、潜在的ニーズを予測
し、研究開発を行っています。
多様化するお客様のニーズに応
えるため、コンパウンド製品、フィ
ルム製品の新規配合処方開発
にMI（マテリアルズ・インフォマ
ティクス）を導入し、新製品開
発の効率化・高速化を図ってい
ます。
また、環境負荷の小さい原材料
を使用した製品の開発を進めて
おり、植物由来や生分解性原
材料を活用した開発を行ってい
ます。

当社は、お客様により安全で信
頼性のある製品をお届けするた
め、これまでに構築した供給網
を活用し、グローバル拠点の連
携による原材料の安定調達を
行っています。
また、環境方針、グリーン調達
基準に基づき、環境協力要請
や各種コミュニケーションツー
ルを使い持続可能なサプライ
チェーン構築を推進しています。

当社は、品質方針「顧客第一、
品質第一を念頭におき、信頼性
の高い製品およびサービスを供
給する」を掲げ、ISO9001に準
拠したもの造りに取り組んでい
ます。
安定した品質の製品を提供す
るとともに、環境への負荷を低
減するため、化学物質の管理を
実施しています。また、省エネル
ギーで加工できる製品設計や
ロスの出ない製造工程により、
CO2排出量および産業廃棄物
の削減に取り組んでいます。

当社は、すべてのステー
クホルダーの皆様への
安心・安全・安定した製
品提供を目指しており、
お取引様との相互信頼
に基づくパートナーシッ
プを構築することで市
場や環境の変化に対応
しています。物流部門
では、製品の配送効率
の向上に取り組むととも
に、協力運送会社を対
象に環境を含めた品質
監査を定期的に実施し
ています。

当社は、お客様のご要望
を具現化しグローバルで
タイムリーに製品をお届
けしています。
塩化ビニル樹脂や熱可
塑性エラストマーをはじ
め、多様な樹脂素材を使
用したコンパウンド製品、
フィルム製品を取り揃え
ています。
お客様と共に時代の変
化に対応し、マテリアル・
ソリューション・サプライ
ヤーとしての使命を果た
していきます。

当社の製品は自動車、
建築、医療、情報機器、
電線、食品包材など、
様々な用途に応じて加工
され、暮らしの中で活躍
しています。
将来新たに係わっていく
であろう社会の様々な領
域を含む「すべての生活
空間」に快適さを提供
するリーディングカンパ
ニーを目指して、製品の
開発・製造・販売を続け
ていきます。

当社は、製造段階で発
生する単純（埋立・焼
却）廃棄物の削減を環
境管理活動の主要課題
に位置づけています。廃
棄物の発生そのものの
抑制を図るとともに、発
生した廃棄物に関して
は分別を徹底し、マテリ
アルリサイクル、RPF（プ
ラスチック由来の固形燃
料）やセメント原料など
への有効利用を図って
います。今後も環境負荷
の小さい製品の開発を
続けていきます。

   高い技術力              グローバル展開する優良顧客に対して、顧客の望むものを届ける力

リケンテクノスの強み
価値創造の全体像

　リケンテクノスグループの製品は、中間原料として位置づけられます。コンパウンド製品やフィルム製品は、様々な部材へと形を
変えて、皆様の生活空間を支えています。当社の強みとバリューチェーンを通じて、当社が提供している価値をご紹介します。

処方設計技術
様々な原材料を使いこなし、ニーズ
の多様化と高度化に的確に対応し
た設計を行っています。

グローバル展開
当社は日本以外にもASEANをはじめとし
た世界各国に生産拠点を有しており、お
客様の要望に対して最適なソリューション
を提供する体制を整えています。

顧客対応の技術
顧客の要望に対して製・販・技、一体
となって丁寧に対応し、お客様ごとに
カスタマイズした製品を提供しています。

顧客基盤
競争力があり成長を続けているグロー
バル日系企業と友好な関係を構築し、
各種製品を提供し続けています。

フィルム製膜・加工技術
フィルム製膜、ラミネート、塗工技術
の総合的追求により、付加価値の高
い機能性フィルムを提供しています。

配合・混練技術
お客様での加工適性を高めるため、
最適な混練状態にてコンパウンドを
提供しています。

研究開発 購買 生産・品質管理 物流 営業 製品使用 製品廃棄・リサイクル

　　 提供価値   すべての生活空間に“快適さ”（品質・スピード・ソリューション・社会課題解決への貢献）を提供
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